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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年6月9日～2022年9月9日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
高インフレを抑制するための主要国の積極的な金融引き締めで、世界景気が
悪化するとの懸念から軟調な値動きが続くなか、ISM（米サプライマネジメ
ント協会）非製造業景況感指数が市場予想を上回ったことで、米連邦準備制
度理事会（FRB）による金融引き締め長期化の観測が一段と高まると、7日
（水）はおよそ1カ月半ぶりの安値水準をつけました。その後、原油価格が大
幅に下落し過度なインフレ懸念が後退したことや、週央に1ヵ月半ぶりの安値
水準となった反動もあり、先物主導で週末まで上昇しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
8月のISM非製造業景況感指数が市場予想を上回り、米国の利上げが長期化
するとの見方から、週初は下落しました。その後は、短期間での下げ幅が大
きく、値ごろ感から買戻しが進んだことや、市場でFRBによる大幅利上げ観
測の織り込みが進むと、8月中旬以降、調整が続いていたハイテク株や景気
敏感株など幅広い銘柄が買われ、週末にかけて上昇しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
前週末に発表された8月の米雇用統計を受け、米長期金利の上昇が一服すると、
国内金利も低下したものの、ISM非製造業景況感指数の結果を受け、米長期金
利が上昇すると国内金利も上昇基調を強めましました。一方、日銀が金融政策
で長期金利変動幅の上限とする0.25%に迫ると、持ち高調整目的の買いも出や
すく（利回りは低下）、週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
FRBや欧州中央銀行（ECB）などの世界の主要中央銀行が金融引き締めに動
くなか、金融緩和を続ける日銀との政策の違いが改めて意識され、円売り米
ドル買いが優勢となり、一時、1ドル＝145円に迫るなど、1998年8月来の水
準まで円安米ドル高が進みました。週末に黒田日銀総裁の円安けん制発言を
受け、円高米ドル安が進んだものの、週間では円安米ドル高となりました。
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３）米国の株式市場
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ダウ工業株30種平均（左軸） Ｓ＆Ｐ500種指数（右軸）
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米国の積極的な利上げが継続するとの警戒感がくすぶるなか、経済指標や
FRB高官の発言の解釈をめぐり、株式市場は上下に振れやすい展開が続いて
います。
8日（木）に開催されたECBの定例理事会で、1999年のユーロ導入以来、
最大の利上げ幅となる0.75%の利上げが決定されました。ラガルド総裁は記
者会見で、『インフレ率は中長期にわたり政策目標を上回る可能性が高い。
今後数回の会合で更なる利上げを行う見通しである。』と述べ、当面、景気
より物価の安定を優先させる姿勢を明らかにしました。大幅な利上げは景気
を過度に冷やす恐れもあり、インフレと景気後退が同時に進むスタグフレー
ションへの懸念が強まっています。
来週20－21日に米連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、今週は13日
（火）に発表される8月の消費者物価指数(CPI）に注目が集まります。9月
FOMCでの0.75％の利上げを市場は大方織り込んだとみられるものの、8月
の物価の上昇の伸びに落ち着きが見られ、利上げ幅縮小への期待が高まるこ
ととなれば、株式市場は上値を試す展開もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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